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議会だより議会だより

～特別定額給付金にかかわる経費～
迅速かつ的確な家計への支援を目的として、住

民基本台帳に記録されている市民を対象に特別定

額給付金を給付するもの。

◦給付費

　　４９億２千万円（ひとり１０万円）

◦事務費

　　２，９０６万６，０００円

【財源：全額国費】

この補正予算成立を受けて、本市では、５月

下旬から給付の手続きが始まりました。

第１回臨時会で
可決した補正予算

補正予算の一部をご紹介！

本市議会では、開かれた議会の取り組みとして、

会議録、行政視察報告書、政務活動費の報告などを

ＨＰにて公開しております。

大網白里市ＨＰ内の市議会ＨＰ

をご覧ください。また、ＱＲコー

ドからもアクセスできます。

市議会ＨＰのご案内 主 な 内 容
◦新型コロナウイルス関連事業などの補正予算の内容……………………………………２

◦委員会審査の経過と結果を詳しくお知らせします！………………………………３～６

◦【新型コロナ対策】議会の対応、決議案を可決！………………………………………７

◦【議会のしくみ】請願・陳情について……………………………………………………７

◦採決結果一覧、全国市議会議長会から表彰された議員紹介……………………………８

　

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
５
月
８
日
の
１
日
限
り
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
等
に
伴
う
、
国
民
生
活
へ
の

影
響
等
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
た
特
別
定
額
給
付
金
に
関
係
す
る
予
算
を
含

む
補
正
予
算
案
１
件
と
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
１
件
が
提
出

さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
定
例
会
に
つ
い
て
は
、
６
月
５
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
の
21

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
13
件
に
加
え

て
、
請
願
２
件
及
び
陳
情
５
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
と
し
、
請
願
２
件
は
採
択
、
陳
情
５

件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
委
員
会
か
ら
の
発
議
案
２
件
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
決
議
案
に
か
か
る
議
員
か
ら
の

発
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
２
ペ
ー
ジ
以
降
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会
・・

第
２
回
定
例
会
が

第
２
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た
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※
４
つ
の
補
正
予
算
と
は
、
第
１
回
臨
時
会
で
議
決
し
た
補
正
予
算
と
、

市
長
が
専
決
処
分
し
た
補
正
予
算
、
第
２
回
定
例
会
で
可
決
し
た
補

正
予
算
（
２
つ
）
の
４
つ
を
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
専
決
処
分
」
と
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
に
緊
急

を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合
な
ど
に
、

議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
な
く
市
長
が
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
場
合
、
直
近
に
お
い
て
開
か
れ
る
議
会
に
お

い
て
報
告
の
上
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
の
議
案
第
１
号
が
そ
の
承
認
を
求
め
る
内
容
で
す
。

　

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
と
第
２
回
定
例
会
に
か
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
連
し
た
４
つ
の
補
正
予
算
（
※
）
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
事
業
ご
と
に
ま
と
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
で
は
、
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
端
数
切
上
げ
、

切
捨
て
な
ど
し
て
表
記
し
ま
す
の
で
、
正
確
な
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
さ
ら
に

拡
充
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
で
掲
載
す
る
情
報
は
、第
２
回
定
例
会
閉
会
時
点
（
６
月
２５
日
時
点
）

で
の
情
報
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
６
月
５
日　

原
案
可
決
】

○
▼
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

ほ
か
２
事
業
に
係
る
補
正
予
算

…
約
１
億
９
０
０
万
円
の
増
額
補
正
予

算

【
６
月
５
日　

原
案
可
決
】

○
▼
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
補
正
予
算

…
84
万
円
の
増
額
補
正
予
算

事
業
ご
と
に
ま
と
め
て
ご
紹
介
！

※
【
　
】
内
は
補
正
予
算
の
番
号
で
す
。

⑴
　
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

約
50
億
円
【
第　

１　

号
】

　

い
わ
ゆ
る
10
万
円
給
付
事
業
。（
内

訳
な
ど
は
１
面
記
載
の
と
お
り
）

⑵
　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業

約
６
，
５
０
０
万
円
【
第　

１　

号
】

約
５
，
４
０
０
万
円
【
専
決
第
１
号
】

約
１
１
，
９
０
０
万
円
【
合　
　
　

計
】

　

子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
を
支
援
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
児
童
手
当
を
受
給

す
る
世
帯
に
対
し
て
、
対
象
者
１
人
に

つ
き
２
万
円
を
給
付
し
、
さ
ら
に
３
歳

未
満
児
に
対
し
て
、
１
人
に
つ
き
１
万

円
を
加
算
し
て
給
付

す
る
も
の
。（
市
独

自
の
取
り
組
み
を
含

み
ま
す
。）

・
対
象
者

　

５
，
３
０
０
人

　
（
う
ち
３
歳
未
満
８
０
０
人
）

⑶　

ひ
と
り
親
世
帯
等
生
活
支
援
給
付
金

給
付
事
業

６
２
０
万
円
【
第　

１　

号
】

６
１
９
万
円
【
専
決
第
１
号
】

１
，
２
３
９
万
円
【
合　
　
　

計
】

　

市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ひ
と

り
親
世
帯
等
へ
の
生
活
支
援
の
た
め
、

生
活
支
援
給
付
金
を
２
万
円
給
付
す
る

も
の
。（
対
象
者
６
１
０
人
）

⑷　

中
小
企
業
等
経
営
支
援
事
業

約
４
，
５
０
０
万
円
【
第　

１　

号
】

２
，
２
５
０
万
円
【
専
決
第
１
号
】

約
６
，
７
５
０
万
円
【
合　
　
　

計
】

　

市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内

の
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
の
た
め
、

千
葉
県
の
中
小
企
業

再
建
支
援
金
の
対
象

と
な
っ
た
事
業
者
に

対
し
て
、
経
営
支
援

金
を
15
万
円
交
付
す

る
も
の
。（
対
象
者

約
４
５
０
事
業
者
）

⑸　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

４
０
５
万
円
【
第　

２　

号
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
踏
ま
え
た
、
生
活
困
窮
者
住
居
確

保
給
付
金
の
支
援
拡
充
に
伴
う
も
の
。

⑹　

小
中
学
校
給
食
費
支
援
事
業

３
，
５
５
４
万
円
【
第　

２　

号
】

小
中
学
校
再
開
時
の
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
給
食
費
を
２
か
月
間

無
償
と
す
る
。

◦
対
象
者　

小
学
校
２
，
２
２
０
人

　
　
　
　
　

中
学
校
１
，
１
５
０
人

⑺　

中
小
企
業
等
経
営
支
援
事
業
（
拡
大

分
）

約
３
，
０
０
０
万
円
【
第　

２　

号
】

　

千
葉
県
の
中
小
企
業
支
援
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
市
内
中
小
企
業
に

支
援
金
を
交
付
す
る
。

◦
対
象
者　

約
２
０
０
事
業
者
（
県

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
市
町
村

認
定
枠
を
利
用
す
る
事
業
者
）

⑻　

私
立
保
育
園
等
に
お
け
る
感
染
症
拡

大
防
止
対
策

７
０
０
万
円
【
第　

２　

号
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
私
立
保
育
園
と
民
間
学
童
保

　
各
議
案
の
概
要

【
５
月
８
日　

原
案
可
決
】

○
▼
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
補
正
予
算

…
約
５１
億
円
の
増
額
補
正
予
算

【
６
月
５
日　

原
案
承
認
】

○
▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
専
決
第
１
号
））

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
補
正
予
算

…
約
８
，
２
５
０
万
円
の
増
額
補
正
予

算

育
施
設
に
対
し
て
、
衛
生
材
料
や
衛
生

備
品
の
購
入
に
係
る
費
用
を
補
助
す

る
。

◦
対
象
施
設　

14
か
所

⑼　

公
共
施
設
等
に
お
け
る
感
染
症
拡
大

防
止
対
策

約
２
，
１
５
８
万
円
【
第　

２　

号
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、マ
ス
ク
、消
毒
液
な
ど
の
衛
生

材
料
や
衛
生
備
品
を
購
入
す
る
も
の
。

⑽　

 

傷
病
手
当
金
支
給
事
業

84
万
円
【
国
保
特
会
第
１
号
】

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
被
用
者

の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
た
方
、
ま
た
は
感
染
が
疑

わ
れ
る
方
に
対
し
て
、
療
養
の
た
め

に
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
期
間
の
生
活
保
障
を
す
る
た

め
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
支
援
策
に
必
要
な
予
算
な
ど
を
可
決
！

補足します！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
事
業
に
必

要
な
財
源
は
、
そ
の
多
く
が
国
か
ら

の
交
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お

り
で
す
。

財
源
は

ど
う
な
の
？
？

③
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事

業
費
補
助
金

…
児
童
手
当
受
給
世
帯
に
対
す
る
給
付

金
（
１
万
円
）
に
相
当
す
る
額

５
，
３
０
０
万
円

④
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事

務
費
補
助
金

…
臨
時
特
別
給
付
金
の
給
付
事
務
に
必

要
と
な
る
額

３
０
４
万
円

⑤
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　

…
市
独
自
の
取
り
組
み
に
必
要
な
額

約
５
，
９
０
０
万
円
【
第　

１　

号
】

約
８
，
２
５
０
万
円
【
専
決
第
１
号
】

約
４
，
６
１
５
万
円
【
第　

２　

号
】

約
１
億
８
，
７
６
５
万
円
【
合　
　
　

計
】

⑥
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

…
私
立
保
育
園
と
、
公
立
保
育
所
の
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
に
必
要
な
額

７
５
０
万
円
【
第　

２　

号
】

⑦
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金

…
民
間
学
童
と
公
立
学
童
等
に
お
け
る

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
必
要
な
額

６
１
０
万
円
【
第　

２　

号
】

⑧
教
育
支
援
体
制
整
備
事
業
費
補
助
金

…
幼
稚
園
に
お
け
る
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
に
必
要
な
額

２
０
０
万
円
【
第　

２　

号
】

　

補
正
予
算
で
は
、こ
の
ほ
か
に
、重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
の
対
象
に
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
所
持
者
を

追
加
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
必
要
と
な
る
予

算
や
、
水
稲
病
害
虫
共
同
防
除
事
業
補
助

金
の
増
額
予
算
な
ど
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
特
別
定
額
給
費
金
給
付
事
業
費
補
助
金

　

…
特
別
定
額
給
付
金
に
相
当
す
る
額

49
億
２
，
０
０
０
万
円

②
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
務
費
補
助
金

…
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
事
務
に
必

要
と
な
る
額

約
２
，
９
０
０
万
円
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康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

②　

概
要

⑴　

低
所
得
者
に
係
る
軽
減
措
置
の
拡

充

　
　

軽
減
判
定
所
得
の
基
準
額
を
引
き

上
げ
、
軽
減
を
拡
充
す
る
。

　
　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
を
踏
ま
え
て

税
率
等
は
据
え
置
く
。

⑵　

そ
の
他

　
　

低
未
利
用
土
地
を
譲
渡
し
た
場
合

の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
の
特

例
創
設
に
よ
る
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の

特
例
に
関
す
る
附
則
を
改
正
す
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
件
が
な
け

れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
税
は
ど
の
よ
う
に

す
る
予
定
だ
っ
た
か
。

答　

県
の
標
準
保
険
料
率
は
か
な
り
増
加

し
て
お
り
、
国
保
財
政
調
整
基
金
を
活
用

し
て
一
定
の
負
担
軽
減
を
し
な
が
ら
、
増

額
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
。

問　

税
率
及
び
課
税
限
度
額
を
据
え
置
い

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
保
財
政
調
整
基
金

は
ど
の
く
ら
い
取
り
崩
す
こ
と
に
な
る
の

か
。

答　

今
年
度
は
、
８
，
０
０
０
万
円
程
度

取
り
崩
す
見
込
み
で
あ
る
。

①
趣
旨

　
　

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

市
が
実
施
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
策
の
財
源
の

確
保
の
一
助
と
す
る
た
め
、
市
長
、
副

市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
を
減
額
す
る
。

②
概
要

　
　

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
給
料
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
６
か
月
間
、
給
料
額
を

10
％
減
額
す
る
。

問　

10
％
、
６
か
月
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
決
め
た
の
か
。

答　

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た

中
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
も
財
源
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
給
料
の
減
額
を
決
め
た

も
の
で
あ
り
、
10
％
に
つ
い
て
は
、
当
面

の
措
置
と
い
う
こ
と
で
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
で
協
議
し
て
決
め
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

【
賛
成
討
論
】

　

減
額
に
つ
い
て
は
、
市
長
自
身
で
判
断

さ
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
額
は
少

な
い
と
考
え
る
も
の
の
、
賛
成
し
た
い
。

①
概
要

　

消
防
自
動
車（
２
台
）を
購
入
す
る
も
の
。

②
契
約
金
額

　

４
３
，
４
５
０
，
０
０
０
円

問　

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
制
限
を
つ
け
て

行
っ
た
の
か
。

答　

令
和
２
年
度
及
び
３
年
度
の
本
市
建

設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
の
う
ち
、

物
品
の
分
類
中
、
特
殊
用
途
自
動
車
の
区

部
に
登
載
さ
れ
て
お
り
、
千
葉
県
ま
た
は

本
市
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者

で
、
か
つ
、
過
去
に
国
ま
た
は
地
方
公
共

団
体
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
の
納
入
実
績
を
有

す
る
こ
と
を
要
件
と
し
た
。

◆
陳
情
の
趣
旨
（
要
約
）

　

い
ま
ま
で
行
っ
て
き
た
、
入
札
価
格
調

査
制
度
以
上
の
歳
出
の
効
率
化
が
必
要
と

な
っ
て
き
た
。

　

今
こ
そ
入
札
管
理
委
員
会
の
設
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

事
務
量
に
つ
い
て
は
、
年
間
20
万
円
未

満
で
設
置
し
て
い
る
自
治
体
が
多
く
あ
る
。

【
陳
情
に
賛
成
す
る
意
見
】

◦
第
三
者
委
員
会
の
設
置
は
、
国
交
省
の

資
料
に
よ
っ
て
も
、
20
万
円
未
満
が
８

割
と
な
っ
て
お
り
、
経
費
的
に
は
か
か

ら
な
い
。
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
あ

る
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
機
関
を
設
け

て
、
大
い
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
国
交
省
も

言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

も
勘
案
す
れ
ば
、
入
札
管
理
委
員
会
を

設
置
す
べ
き
だ
と
思
う
。

◦
地
方
公
共
団
体
の
行
う
公
共
事
業
は

諸
々
の
事
情
で
高
止
ま
り
し
て
い
る
と

の
認
識
の
中
、
入
札
を
調
査
す
る
よ
う

な
委
員
会
で
、
公
共
事
業
費
を
下
げ
よ

う
と
い
う
狙
い
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意

味
か
ら
も
、
適
切
な
報
酬
で
、
で
き
る

だ
け
少
な
い
費
用
で
委
員
会
が
設
置
で

き
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

【
陳
情
に
反
対
す
る
意
見
】

◦
ま
だ
ま
だ
市
町
村
に
お
い
て
は
設
置
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
の
よ
う
で
あ
り
、

な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
と
い
う
部
分
で
精

査
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◦
監
視
委
員
会
の
設
置
自
体
は
、
適
切
な

入
札
を
執
行
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は

結
構
だ
と
思
う
が
、
本
市
は
入
札
資
格

審
査
委
員
会
を
設
置
し
て
内
容
を
検
討

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、

現
在
の
状
況
で
あ
れ
ば
、
消
極
的
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

※
総
務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
た

内
容
は
、
市
長
・
副
市
長
の
給
料
削
減

の
部
分
で
す
。
正
副
議
長
・
議
員
の
報

酬
削
減
に
関
す
る
部
分
は
、
陳
情
第
７

号
と
し
て
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
さ

れ
審
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
陳
情
の
趣
旨
（
要
約
）

　

市
長
・
副
市
長
の
給
料
を
３
割
削
減
。

【
陳
情
に
反
対
す
る
意
見
】

◦
陳
情
書
で
は
、
市
の
財
政
や
給
付
金
等

の
指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
市
民
目
線
の

希
望
や
研
究
力
を
結
集
し
た
陳
情
と
拝

見
し
、
市
政
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い

言
葉
だ
と
思
う
が
、
議
案
第
11
号
に
鑑

み
て
、
採
択
し
か
ね
る
。

◦
本
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
非
常

に
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
住

民
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
感
心

す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
陳
情
は

市
長
・
副
市
長
の
給
料
３
割
削
減
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。
議
案
第
11
号
の
中

で
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
自
ら
出

さ
れ
た
報
酬
削
減
案
に
つ
い
て
可
決
し

た
こ
と
か
ら
、
消
極
的
な
対
応
と
し
て

仕
方
な
い
も
の
と
い
う
ふ
う
に
考
え

る
。

【
賛
成
討
論
】

◦
議
案
第
11
号
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
気

持
ち
と
し
て
、
当
面
10
パ
ー
セ
ン
ト
削

減
し
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
賛
成
す
る
と
し
た
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
は
、
５
年
も
６
年
も
か
か
る
と

財
政
課
長
及
び
市
長
自
ら
が
認
め
て
い

る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
陳
情
の
願
意

は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
し
た
い
。

業
用
家
屋
に
関
す
る
固
定
資
産
税
の

軽
減

⑵　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
臨
時

軽
減
の
延
長

⑶　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

に
関
す
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例

⑷　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
要
件
の

弾
力
化
に
関
す
る
対
応

問　

寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
と
い
う
の

は
、
税
額
控
除
か
所
得
控
除
の
ど
ち
ら
か
。

答　

税
額
控
除
で
あ
る
。

問　

中
小
企
業
者
の
償
却
資
産
及
び
固
定

総
務
常
任
委
員
会
は
、
６
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案

４
件
と
、
陳
情
２
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
４
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
総
員
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
と
し
ま
し
た
。

陳
情
２
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
決

定
し
ま
し
た
。

各
議
案
等
の
概
要
や
質
疑
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①　

趣
旨

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策

の
一
環
と
し
て
、
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
っ
て
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

②　

概
要

⑴　

中
小
事
業
者
等
が
所

有
す
る
償
却
資
産
・
事

資
産
税
の
軽
減
に
つ
い
て
、

歳
入
に
与
え
る
影
響
は
ど
の

く
ら
い
か
。

答　

国
費
の
ほ
う
で
補
て
ん

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
財
政
的
な
負
担
は
な

い
。

①　

趣
旨

　
　

地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
及
び
地
方
税

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
の
施
行
に
伴

い
、
大
網
白
里
市
国
民
健

総
務
常
任
委
員
会

市長等の給料の特例に関する条例や請願などを審査　～常任委員会審査レポート～

　

議
案
や
陳
情
を
詳
し
く
審
査
す
る
た
め
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
※
紙
面
の
都
合
上
、主
な
質
疑
、意
見
の
み
を
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、正
式
な
議
案
名
は
８
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

委
員
長　

北　

田　

宏　

彦

副
委
員
長　

秋　

葉　

好　

美

委　
　

員　

土　

屋　

忠　

和

委　
　

員　

小　

倉　

利　

昭

委　
　

員　

蛭　

田　

公
二
郎

委　
　

員　

黒　

須　

俊　

隆

　   

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q A&

　   

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q A&

　   

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q A&　   

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q A&

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

　
議
案
に
対
す
る
討
論

　
陳
情
に
対
す
る
討
論

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

番　号 件　　名 結　果

議案第４号 大網白里市市税条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決

議案第６号 大網白里市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決

議案第11号 市長等の給料の特例に関する条例の制定につ
いて 原案可決

議案第12号 財産の取得について 原案可決

陳情第４号 月１万６千円でできる入札管理委員会の設置
を求めるための陳情 不採択

陳情第６号
新型コロナウイルス感染症対策における市長・
副市長・正副議長・議員の月額報酬２～３割
削減を求める陳情

不採択

付託議案等の一覧 議
案
第
４
号　

大
網
白
里

市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
６
号　

大
網
白
里

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

市
長
等
の
給
料
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

陳
情
第
４
号　

月
１
万
６
千
円
で
で

き
る
入
札
管
理
委
員
会
の
設
置
を
求

め
る
た
め
の
陳
情

陳
情
第
６
号　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
市
長
・
副
市

長
・
正
副
議
長
・
議
員
の
月
額
報
酬
２

～
３
割
削
減
を
求
め
る
陳
情



令和２年７月 31日 第　174　号　（ ）議 会 だ よ り 4

ラ
ン
ス
を
考
え
た
中
で
、
一
番
高
い
金
額

に
設
定
す
る
こ
と
で
、
人
材
の
流
出
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
薬
剤
師
の
志
気
を
高
め
て

い
き
た
い
。

①
　
趣
旨

　
　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
」）
の
改
正
に
よ
り
、「
通
知
カ
ー
ド
」

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

②　

概
要

　
　
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
廃
止
に
伴
っ
て
、

条
例
に
規
定
し
て
い
る
「
通
知
カ
ー
ド

の
再
交
付
手
数
料
１
件
５
０
０
円
」
を

削
除
す
る
も
の
。

問　
「
摘
要
」
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
「
追

記
欄
の
余
白
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
市
長
が

認
め
る
と
き
を
除
く
」
と
は
何
の
こ
と
か
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
住
所
や
名

前
が
変
わ
っ
た
際
に
追
記
す
る
欄
が
あ
る

が
、
そ
の
欄
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
き

は
、
発
行
手
数
料
を
い
た
だ
か
ず
に
、
無

料
で
再
発
行
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

①
趣
旨

　
　

千
葉
県
が
実
施
す
る
重
度
心
身
障
害

者
児
医
療
給
付
改
善
事
業
に
つ
い
て
、
８

月
１
日
か
ら
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
等
級
が
１
級
の
方
に
つ
い
て
も
医

療
給
付
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
条

例
で
定
め
る
「
重
度
心
身
障
害
者
」
の

定
義
の
改
正
な
ど
を
行
う
も
の
。

②　

概
要

⑴　

医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
「
重

度
心
身
障
害
者
」
の
定
義
に
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
交
付

を
受
け
た
方
を
追
加
す
る
。

⑵　

生
活
保
護
の
受
給
者
と
規
則
で
定

め
る
者
を
、
医
療
費
助
成
の
対
象
と

し
な
い
者
に
追
加
す
る
。

問　
「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

交
付
を
受
け
た
も
の
を
追
加
」「
生
活
保
護

受
給
者
及
び
規
則
で
定
め
る
者
を
医
療
費

助
成
の
対
象
と
し
な
い
者
に
追
加
」
と
あ

る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

現
在
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
１
級
・
２
級
の
所
持
者

と
、
療
育
手
帳
の
最
重
度
Ⓐ
、
重
度
Ａ
─
１
、

Ａ
─
２
の
方
が
対
象
で
あ
る
が
、
８
月
１

日
か
ら
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
方
が
追
加
に
な
る
。

　

生
活
保
護
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
生

活
保
護
費
か
ら
医
療
費
を
給
付
す
る
た
め
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
重
度
障
が
い
者

の
方
は
、
こ
の
条
例
を
適
用
し
な
い
で
、
生

活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、「
規
則
で
定
め
る
者
」
と
い
う
の

は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
こ
と
で
、
こ

れ
を
受
給
し
て
い
る
子
ど
も
は
、
障
が
い

児
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
医
療
費
が
優
先

す
る
。
こ
の
ほ
か
、
中
国
残
留
邦
人
医
療

支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
も

除
外
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

問　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

方
の
対
象
人
数
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

答　

平
成
30
年
度
の
数
字
で
あ
る
が
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
所
持
者
は
、

59
人
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
こ
の
条
例

の
対
象
か
ら
は
外
れ
る
た
め
に
、
対
象
人

数
と
し
て
は
29
人
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

（
紹
介
議
員
：
宮
間
文
夫
議
員
）

◆
請
願
の
趣
旨
（
要
約
）

　

東
日
本
大
震
災
、
台
風
な
ど
の
大
規
模

な
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
と
立
て
続
け
に
発
生
し
た
が
、
災

害
か
ら
の
復
興
・
感
染
症
の
克
服
は
未
だ

に
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
、
豊

か
な
教
育
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教

育
環
境
の
整
備
を
一
層
す
す
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
２
０
２
１
年
度
に
む

け
て
の
予
算
の
充
実
を
は
た
ら
き
か
け
る

た
め
の
意
見
書
を
政
府
及
び
関
係
行
政
庁

あ
て
に
提
出
し
て
ほ
し
い
。

【
請
願
に
賛
成
す
る
意
見
】

◦
子
ど
も
は
日
本
の
宝
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
考
え
る
の
で
、
意
見
書
に
は
賛
成

し
た
い
。

◦
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
は
と
て
も
大

事
で
あ
り
、
教
育
課
題
に
は
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
か
ら
こ
の
請
願
に

賛
成
す
る
。

※
反
対
す
る
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
紹
介
議
員
：
宮
間
文
夫
議
員
）

◆
請
願
の
趣
旨
（
要
約
）

　

教
育
の
全
国
水
準
や
機
会
均
等
を
確
保

す
る
義
務
教
育
の
基
盤
づ
く
り
は
国
の
責

務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。

　

現
在
、
地
方
公
共
団
体
の
状
況
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く

教
育
環
境
に
も
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

　

国
民
に
等
し
く
義
務
教
育
を
保
障
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
財
政
的
に
最
低

保
障
と
し
て
下
支
え
し
て
い
る
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
り
、
国
の
負

担
割
合
が
下
げ
ら
れ
た
り
す
る
と
、
義
務

教
育
の
水
準
に
さ
ら
な
る
格
差
が
生
ま
れ

る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
か
ら
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
強
く
要
望
し

た
い
の
で
、
政
府
及
び
関
係
行
政
庁
あ
て

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

【
請
願
に
賛
成
す
る
意
見
】

◦
地
方
財
政
に
よ
っ
て
教
育
の
水
準
に
地

域
格
差
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
国
庫
負
担

制
度
は
必
要
と
考
え
る
。

◦
国
庫
負
担
が
３
分
の
１
に
縮
減
さ
れ
た

こ
と
も
大
変
困
る
が
、
毎
年
こ
の
よ
う

に
請
願
を
採
択
し
て
要
望
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

※
反
対
す
る
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
陳
情
の
趣
旨
（
要
約
）

◦
日
本
国
憲
法
や
教
育
基
本
法
の
定
め
に

よ
る
「
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す

る
」「
教
育
の
機
会
均
等
」
と
い
う
観
点

か
ら
大
網
小
学
校
遠
距
離
通
学
児
童
送

迎
バ
ス
の
受
益
者
負
担
は
廃
止
す
る
べ

き
で
、
全
額
公
費
負
担
で
運
行
す
る
こ
と
。

陳
情
第
３
号
に
つ
い
て
は
、
文
教
福
祉

常
任
委
員
会
協
議
会
に
お
い
て
、
陳
情
者

の
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
全
額
公
費
負
担
を

求
め
る
の
か
、
陳
情
者
の
所
属
す
る
団
体

に
バ
ス
の
利
用
者
は
い
る
か
、
な
ど
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

剤
手
当
を
支
給
す
る
。

③　

そ
の
他

　
　

人
件
費
影
響
（
見
込
）
額
…
年
間
54

万
円

問　

着
地
点
と
す
る
具
体
的
な
人
材
確
保

の
目
標
な
ど
は
ど
う
か
。

答　

薬
剤
師
は
在
籍
し
て
い
る
４
名
で
足

り
る
が
、
職
員
の
ス
キ
ル
の
差
と
い
う
観

点
か
ら
や
や
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
年
よ
り
も
来
年
、
来
年
よ
り
も
再

来
年
と
、
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
に
よ
り
薬

剤
科
の
組
織
が
強
化
さ
れ
る
も
の
と
考
え

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
と
、
請

願
２
件
、
陳
情
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
３
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
総
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
と
し
ま
し

た
。請

願
２
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
総
員
に
よ
り
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

陳
情
１
件
に
つ
い
て
は
、
賛
成
者
が
な
く
、
不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

各
議
案
等
の
概
要
や
質
疑
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①　

趣
旨

　
　

大
網
病
院
に
お
け
る
医
療
技
術
職
の

確
保
が
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
手
当
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
材
確
保
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

②　

概
要

⑴　

機
能
訓
練
作
業
に
従
事
し
て
い
る

言
語
聴
覚
士
に
対
し
て
も
理
学
療
法

士
と
同
額
の
月
額
５
，
０
０
０
円
を

手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

⑵　

調
剤
手
当
を
新
設
し
、
薬
剤
師
に

対
し
て
月
額
１
０
，
０
０
０
円
の
調

て
お
り
、
人
数
は
現
状
維
持
と

考
え
て
い
る
。

問　

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、

機
能
訓
練
作
業
手
当
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
は
言
語
聴
覚
士
を

含
め
る
か
ら
か
。

答　

こ
れ
ま
で
は
、
理
学
療
法

士
の
み
が
特
殊
勤
務
手
当
の

対
象
で
あ
っ
た
が
、
言
語
聴
覚

士
を
採
用
し
た
こ
と
に
伴
っ

て
、
理
学
療
法
士
同
様
の
手
当

を
支
給
し
た
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

問　

調
剤
の
手
当
は
、
足
り
る

の
か
。

答　

労
務
を
カ
バ
ー
す
る
金

額
の
算
出
は
難
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
近
隣
の
病
院
と
の
バ

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

岡　

田　

憲　

二

副
委
員
長　

中　

野　
　
　

修

委　
　

員　

引　

間　

真
理
子

委　
　

員　

森　
　
　

建　

二

委　
　

員　

堀　

本　

孝　

雄

委　
　

員　

宮　

間　

文　

夫

　   

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q A&

　   

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q A&

　   

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q A&

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

番　号 件　　名 結　果

議案第７号
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

原案可決

議案第８号
大網白里市使用料及び手数料条例の一部を改正
する条例の制定について

原案可決

議案第９号
大網白里市重度心身障害者の医療費助成に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

請願第１号
「国における2021年度教育予算拡充に関する意
見書」採択に関する請願

採択

請願第２号
「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見
書」採択に関する請願

採択

陳情第３号
大網小学校遠距離通学児童送迎バスの受益者負
担の廃止に関する陳情

不採択

付託議案等の一覧

「通知カード」は
５月２５日で廃止
されたのね！

議
案
第
７
号　

職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

大
網
白
里
市
使
用
料

及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

大
網
白
里
市
重
度
心

身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

請
願
第
１
号　
「
国
に
お
け
る
２
０
２
１

年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」

採
択
に
関
す
る
請
願

請
願
第
２
号　
「
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」採

択
に
関
す
る
請
願

陳
情
第
３
号　

大
網
小
学
校
遠
距
離

通
学
児
童
送
迎
バ
ス
の
受
益
者
負
担

の
廃
止
に
関
す
る
陳
情
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▼確認方法

議会に提出された議案などは、市議
会ホームページで公開しています。

大網白里市ホームページ

市議会

定例会・臨時会 提出議案

問　

こ
の
件
は
、
な
ぜ
半
年
も
時
間
が
か

か
っ
た
の
か
。
早
急
に
双
方
で
話
を
し
て

い
れ
ば
、
２
月
の
議
会
の
時
点
で
も
議
案

を
提
出
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
損
傷
に
か
か
る
見
積

も
り
は
、
相
手
方
が
業
者
に
依
頼
し
て
い

る
。
相
手
方
に
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
市
に
見
積
書

が
提
出
さ
れ
た
の
が
４
月
で
あ
り
、
そ
の

後
に
相
手
方
と
交
渉
を
す
る
中
で
、
第
２

回
定
例
会
に
間
に
合
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
１
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

賛
成
総
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
と
し
ま
し
た
。

議
案
の
概
要
や
質
疑
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①　

概
要

　

市
内
の
水
路
敷
内
の
立
木
が
宅
地
と
反

対
方
向
に
傾
斜
し
、
そ
の
根
元
が
宅
地
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
持
ち
上
げ
て
破
損
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
損
害
が
生
じ
た
も
の
で
、
令

和
元
年
12
月
に
こ
の
連
絡
を
受
け
た
職
員

が
現
地
で
損
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

こ
の
損
害
を
賠
償
す
る
に
当
た
り
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

あ
っ
た
た
め
、
議
案
を
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

問　

こ
の
事
故
を
受
け
て
、
水
路

の
管
理
方
法
な
ど
の
検
証
は
し
た

の
か
。

答　

本
件
の
水
路
に
つ
い
て
は
、

青
道
で
あ
っ
て
、
法
定
外
公
共
物

で
あ
る
が
、
数
百
キ
ロ
に
お
よ
ぶ

延
長
が
あ
る
の
で
、
実
際
の
と
こ

ろ
、
す
べ
て
の
法
定
外
公
共
物
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
管
理

は
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　   

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Q A&

番　号 件　　名 結　果

議案第13号 損害賠償額の決定について 原案可決

付託議案等の一覧 議
案
第
13
号　

損
害
賠
償
額
の
決
定

に
つ
い
て

委
員
長　

石　

渡　

登
志
男

副
委
員
長　

上　

代　

和　

利

委　
　

員　

林　
　
　

正
清
子

委　
　

員　

山　

下　

豊　

昭

委　
　

員　

小
金
井　
　
　

勉

ふだん、皆さんが利用している道路や水路などのなか
で、道路法や下水道法などの法律によって管理の方法な
どが定められているものを「法定公共物」といいます。
反対に、道路法や河川法などが適用されないものが「法
定外公共物」といわれています。「赤道（里道）」とか「青
道（水路）」とよばれるものがあります。
もともとは、法定外公共物は、国の所有、県の管理で
あったものですが、地方分権にかかわる法律の改正によ
り、法定外公共物は市町村に譲与されました。

法定外
公共物
とは？

ご入学おめでとう
ございます！

Topics

一 般 質 問 　議員が市の行政全
般にわたり、本会議で報告や説明を
求めたり疑問をただすこと。本市で
は、議員個人による一般質問と会派
による代表質問（平成29年第１回定
例会より試行）がある。

会 　 派 　議会内で、同じ主義・
主張を持つ議員によるグループのこ
と。本市議会では、２人以上の議員
により構成されています。

委員会付託 　本会議に提出され
た議案や請願などを、関係する委員
会に審査を委ねること。

委員会審査報告 　委員会での審
査を終えた議案や請願などについて、
本会議で委員長が審査の過程及び結
果について口頭で報告すること。

議 　 決 　議案や請願などに対
する議員による賛否の意思表示より
議会の意思決定を行うこと。種類は、
　可決（否　決）

【予算・条例・意見書等】
　採択（不採択）【請願・陳情】
　認定（不認定）【決算】
　同意（不同意）【人事案件】
　承認（不承認）【専決処分】

議会用語の解説
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期されてきた
入学式が緊急事態宣言の解除を受けて、挙行されました。
　市議会としても教育環境の整備や充実など支援してまいり
ます。　　　　　　　　　　　　　（写真は季美の森小学校）

新型コロナウイルス感染症対策
～せきエチケットとマスクの着用～

［大網白里市HP］
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市
民
の
権
利
を
大
切
に
す
る
議
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
。

◦
陳
情
者
の
言
う
「
市
民
を
大
切
に
す
る

議
会
」
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
質
問
を
行
わ

な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
議
会

運
営
委
員
会
で
も
議
論
を
し
た
中
で
の

判
断
を
し
て
い
る
か
ら
、
勝
手
に
、
一

方
的
に
中
止
に
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
が
権
限
外

の
こ
と
を
し
た
と
い
う
ふ
う
に
書
か
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
議
会
の
運
営
に
つ

い
て
の
権
限
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
は
当
て
は

ま
ら
な
い
と
思
う
。

　
　

丁
寧
な
議
会
の
運
営
を
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に

尽
き
る
。

◦
議
会
運
営
委
員
会
で
も
、
全
員
協
議
会

で
も
か
な
り
の
議
論
を
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
思
い
を
聴
き
な
が
ら
の
こ
と

で
あ
っ
た
の
で
、
今
後
も
丁
寧
な
議
会

運
営
や
一
般
質
問
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　

議
会
は
、
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
で
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
の
た
め
、
苦
渋
の
決
断
で

一
般
質
問
を
中
止
し
た
の
だ
と
思
う
。

◦
市
民
を
大
切
に
す
る
議
会
に
な
っ
て
い

６
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
陳
情
２
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

陳
情
２
件
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
賛
成
者
が
な
く
、不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

各
陳
情
の
概
要
や
意
見
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
陳
情
の
趣
旨
（
要
約
）

　

議
会
は
、
市
民
の
た
め
に
あ
る
の
に
、

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
を
中
止
し
た
こ

と
は
ひ
ど
い
。

　

議
員
が
行
政
に
質
問
を
す
る
の
は
、
市

民
の
大
切
な
権
利
で
あ
る
。

　

議
会
運
営
委
員
会
に
は
権
限
は
な
い
の

に
、
一
般
質
問
を
中
止
さ
せ
た
こ
と
は
、

市
民
を
冒
涜
す
る
こ
と
で
、
二
度
と
し
な

い
で
ほ
し
い
。

　

市
議
会
は
、
仕
事
を
続
け
る
努
力
を
し

た
と
は
思
え
な
い
。

た
だ
き
た
い
と
い
う
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
り
、
よ
り
丁
寧
な
議
会
運
営
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

が
、
本
陳
情
の
文
面
は
一
方
的
な
も
の

が
あ
り
、
理
解
し
か
ね
る
と
い
う
と
こ

ろ
が
あ
る
。

◦
一
般
質
問
を
中
止
す
る
こ
と
が
軽
ん
じ

て
い
る
と
、
市
民
の
権
利
を
大
切
に
し

て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
う
は
思
わ
な
い
。

　
　

一
般
質
問
を
中
止
す
る
に
当
た
っ
て

は
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
た
。

　
　

県
内
各
自
治
体
の
中
で
も
一
般
質
問

を
中
止
あ
る
い
は
時
間
短
縮
し
た
と
こ

ろ
は
、
す
べ
て
市
民
の
権
利
を
奪
っ
た
、

軽
ん
じ
て
い
る
議
会
と
い
う
こ
と
に
つ

な
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
や
は
り
そ
れ

は
違
う
と
思
う
。

　
　

そ
の
点
に
つ
い
て
、
陳
情
者
に
ご
理

解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
思
い
が

あ
る
。

※
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
た

内
容
は
、
正
副
議
長
・
議
員
の
報
酬
削

減
に
関
す
る
部
分
で
す
。

　
　

市
長
、
副
市
長
の
給
料
に
関
す
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
陳
情
第
６
号
と
し
て

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
陳
情
の
趣
旨
（
要
約
）

　

正
副
議
長
、
議
員
の
報
酬
を
２
割
削
減
。

◦
議
員
の
中
で
話
し
合
い
を
し
て
、
各
常

任
委
員
会
の
行
政
視
察
を
全
面
中
止
す

る
と
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
使
わ

な
く
な
っ
た
経
費
１
５
０
万
円
を
コ
ロ

ナ
対
策
に
充
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
い
か
が
か
な
と
い
う

感
じ
が
す
る
。

◦
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
先
に
開
催
さ
れ
た
議
会
運
営

委
員
会
、
全
員
協
議
会
で
も
議
論
が

あ
っ
た
中
で
、
最
終
的
に
行
政
視
察
を

や
め
て
、
そ
の
費
用
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
充
当
し
よ
う

と
、
そ
の
決
議
ま
で
す
る
と
い
う
合
意

が
取
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
こ

こ
で
こ
れ
を
採
択
す
る
に
は
当
た
ら
な

い
と
考
え
る
。

議
会
運
営
委
員
会

政務活動費について

陳
情
第
５
号　

市
民
を
大
切
に
す
る
、

議
会
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
陳
情

番　号 件　　名 結　果

陳情第５号
市民を大切にする、議会に
なってもらうための陳情

不採択

陳情第７号

新型コロナウイルス感染症
対策における市長・副市長・
正副議長・議員の月額報酬
２～３割削減を求める陳情

不採択

付託議案等の一覧

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

陳
情
第
７
号　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
市
長
・
副
市

長
・
正
副
議
長
・
議
員
の
月
額
報
酬
２

～
３
割
削
減
を
求
め
る
陳
情

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

委
員
長　

小
金
井　
　
　

勉

副
委
員
長　

岡　

田　

憲　

二

委　
　

員　

上　

代　

和　

利

委　
　

員　

小　

倉　

利　

昭

委　
　

員　

北　

田　

宏　

彦

委　
　

員　

石　

渡　

登
志
男

委　
　

員　

秋　

葉　

好　

美

本市では、地方自治法の規定により、大網白里市議会議員の
調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、
議会における会派及び会派に所属しない議員に対して政務活動
費を交付しています。

平成31年度及び令
和元年度の各会派及
び会派に所属しない
議員の政務活動費に
係る実績報告一覧、
領収書等をご覧にな
りたい方は、市議会
ホームページにて公
開していますので、
ご覧ください。

過去の議会中継も
アーカイブでご覧になれます！

開かれた議会の一環として、本市議会では、過去に開催された
本会議の映像も、ＹｏｕＴｕｂｅでご覧いただくことができます。
ＹｏｕＴｕｂｅの【大網白里市議会中継チャンネル】から、再生
リストを選択してください。
過去に行われた議会ごとに分かれて

いますので、ご希望の定例会（臨時会）
をリストから選択してご視聴ください。
なお、ご覧いただけるのは、Ｙｏｕ

Ｔｕｂｅを利用した配信をスタートし
た平成30年第３回定例会分からとなり
ますのでご了承ください。

大網白里市議会中継チャンネル

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
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一人ひとりの対策が、新型コロナウイルスのまん延防止に役立ちます。
手洗い、咳エチケットなどを心がけ、皆さんで乗り越えていきましょう！

手洗いしっかり、

感染予防！

令和2年市議会
第3回定例会会期日程(案）
開催日 開始時間 摘　　要

9/3(木) 10:00 第３回定例会 開会
◦行政事務報告、議案上程ほか

8(火) 10:00 一般質問
9(水) 10:00 一般質問

10(木) 10:00 一般質問

15(火) 10:00
13:00

議案質疑・委員会付託
総務常任委員会

16(水) 10:00
13:30

文教福祉常任委員会
産業建設常任委員会

17(木) 9:30 決算特別委員会
18(金) 9:30 決算特別委員会
23(水) 9:30 決算特別委員会

30(水) 10:00 第３回定例会 閉会
・委員会審査報告、採決ほか

※上記は予定であり、変更となることもあります。

請願・陳情の受付
　第３回定例会で審査する請願・陳情は、８月26日（水）午後５時まで受け付け
ています。

決
議
案
を
可
決
！

　
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

　
　
　
　
関
す
る
議
会
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
～

　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議

員
発
議
に
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
す
る
決
議
」
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
決
議
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
緊
急
事
態
宣
言

に
伴
う
自
粛
要
請
等
に
よ
り
、
市
民
生
活

や
市
内
事
業
者
へ
の
経
済
的
な
影
響
等
が

生
じ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
て
、
市
民
生
活

の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
国
や
県
と
連

携
し
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、
引
き
続

き
必
要
か
つ
十
分
な
各
種
支
援
策
を
着
実

に
執
行
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
市
議
会
と
し
て
も

市
民
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
今
年
度

の
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
中
止
を
決
定

し
た
こ
と
か
ら
、
不
用
と
な
っ
た
予
算
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
経
費
に
充
当
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
決
議
は
、
本
会
議
で
可
決

さ
れ
た
後
、
要
望
書
と
し
て
田
辺
正
弘
議

長
と
堀
本
孝
雄
副
議
長
か
ら
金
坂
昌
典
市

長
へ
と
提
出
し
ま
し
た
。

《
市
議
会
の
取
り
組
み
》

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、
市
議
会
で
は
、
い
わ
ゆ

る
三
密
を
回
避
す
る
な
ど
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

○
議
場
や
会
議
室
の
扉
を
全
て
開
放
し
て

会
議
を
開
催
。

○
出
席
す
る
市
執
行
部
の
職
員
は
議
案
に

関
連
す
る
最
低
限
と
す
る
。

○
出
席
者
は
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

○
当
日
は
検
温
の
上
、
37
度
５
分
以
上
の

場
合
は
、欠
席
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

○
本
会
議
の
傍
聴
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
。

○
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
そ
の
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
請
願
、
陳
情
の
提
出
者

と
そ
の
関
係
者
に
限
る
。

○
議
員
の
座
席
を
１
座
席
ず
つ
空
け
る
。

請
　
願
　
・
　
陳
　
情

　
請
願
や
陳
情
は
、
市
政
に
対
し
て
、
自
分
の
意
見
や
要
望
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
手
段

の
一
つ
で
す
。

　
議
員
が
紹
介
す
る
も
の
を
請
願
、
紹
介
が
な
い
も
の
を
陳
情
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
そ
の
内
容
を
所
管
す
る
常
任
委
員
会
等
で
の
審

査
を
経
て
、
本
会
議
で
採
択
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
は
、
提
出
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
採
択
し
た
請
願
や
陳
情
に
つ
い
て
は
、
市
長
な
ど
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
請
願
・
陳
情
の
書
き
方
、
提
出
方
法

①
件
名
、
趣
旨
、
内
容
を
記
入

②
提
出
年
月
日
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

③
議
会
事
務
局
に
持
参

※
記
載
例
を
参
考
に
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。

（
縦
書
き
、
横
書
き
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
郵
送
で
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、

本
会
議
で
の
審
査
は
行
わ
れ
ず
、
写
し
を

議
員
に
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

要望書を提出しました。

※
一
般
質
問
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

や
、
執
行
部
の
負
担
を
軽
減

し
コ
ロ
ナ
対
応
に
集
中
し
て

も
ら
う
等
の
理
由
か
ら
、
議

会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議

会
で
の
議
論
を
経
て
、
取
り

や
め
と
な
り
ま
し
た
。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本会議の傍聴は
ご遠慮いただいておりましたが、次の定例会からは感染対策を
講じた上で、傍聴いただけるよう準備しています。
　なお、会議の傍聴に際しては、「三密」回避のため、入場できる人数の
制限をさせていただくこととなります。また、手指消毒の励行や、入場前
の検温へのご協力、マスクの着用などをお願いいたします。
　詳しくは、議会事務局までお問合せください。

【傍聴手続き】
《本会議（議場で行われる会議）》
　～手続きは簡単です～
　議会事務局受付で傍聴券を記入し、
係員から傍聴券の交付を受ける（先
着順で、予約は受けておりません。）。
※このとき、検温させていただく予
定です。

▼
　備え付けの消毒剤で手指を消毒
し、傍聴席に着席する。

▼
　傍聴後、退場時に傍聴券を返却。

《委員会》
　～受付時間にご注意ください！
　委員会会議開始予定時刻の30
分前から10分前までに受付

▼
　係員が案内するまで、会議室の
外で待機

▼
　係員が入室を案内するので、傍
聴席に着席

▼
　傍聴後、退席時に傍聴券を返却

記載例

議会の傍聴について

《本会議（議場で行われる会議）》
～手続きは簡単です～

《委　員　会》
～受付時間にご注意ください！～
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こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　

石　

渡　

登
志
男

副
委
員
長　

中　

野　
　
　

修

委　
　

員　

引　

間　

真
理
子

委　
　

員　

蛭　

田　

公
二
郎

委　
　

員　

北　

田　

宏　

彦

議
会
事
務
局　

℡
（
70
）
０
３
９
０

議
会
日
誌

▲黒須俊隆議員は、議員在職10年以上の区分において表彰されました。 ▲岡田憲二議員は、正副議長職４年以上の区分により表彰されました。

　

盛
夏
の
候
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
令
和
２
年
第
２
回
定
例
議
会
が

６
月
25
日
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

と
し
て
は
、
補
正
予
算
と
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
13
議
案
で
、
全
て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
市
独
自
の
児
童
手
当
等
１
万

円
上
乗
せ
、
ま
た
中
小
企
業
に
５
万
円
追
加

い
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
長
期
間
に
わ

た
っ
て
「
共
存
」
す
る
覚
悟
が
必
要
で
あ
る

と
の
見
方
を
し
め
し
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
、
感

染
防
止
の
た
め
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
賢
明

な
判
断
が
一
段
と
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙

面
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
間
真
理
子

編
集
後
記

令和２年市議会第１回臨時会・第2回定例会　採決結果一覧

賛否が分かれた議案、発議案、陳情など（第２回定例会のみ）
※結果欄の意味は次のとおりです。　「○」＝賛成　「×」＝反対　「欠」＝欠席　「可」＝可決　「同」＝同意
　「否」＝否決　「採」＝採択　「不」＝不採択　「棄」＝棄権　「承」＝承認

※議長（田辺正弘議員）は採決に加わりません。

結
　
　
果

土
屋　

忠
和

引
間
真
理
子

上
代　

和
利

中
野　
　

修

林　

正
清
子

山
下　

豊
昭

森　
　

建
二

小
倉　

利
昭

蛭
田
公
二
郎

小
金
井　

勉

北
田　

宏
彦

石
渡
登
志
男

田
辺　

正
弘

秋
葉　

好
美

堀
本　

孝
雄

宮
間　

文
夫

黒
須　

俊
隆

岡
田　

憲
二

賛
　
　
成

議案番号 件　　　　　　名
第２号 令和２年度大網白里市一般会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 16

陳情第３号 大網小学校遠距離通学児童送迎バスの受益者負担の廃止に関する陳情 不 × × × × ○ × × × ○ × × ○ × × × ○ × 4

陳情第４号 月１万６千円でできる入札管理委員会の設置を求めるための陳情 不 × × × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ ○ 4

陳情第５号 市民を大切にする、議会になってもらうための陳情 不 × × × × × × × × ○ × × × × × × ○ × 2

陳情第７号 新型コロナウイルス感染症対策における市長・副市長・正副議長・議員の月額報酬２～３割削減を求める陳情 不 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × 1

　
令
和
２
年　
【
５
月
】

１
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

８
日　

市
議
会
第
１
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

29
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
【
６
月
】

５
日　

市
議
会
第
２
回
定
例
会　

開
会

　
　
　

全
員
協
議
会

17
日　

議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

18
日　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

25
日　

市
議
会
第
２
回
定
例
会　

閉
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
【
７
月
】

３
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

本
号
紙
面
に
つ
い
て

　

市
議
会
は
、
１
年
に
４
回
（
２
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
）
定
例
会
を
開
き
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
各
定
例
会
の
審
議

内
容
や
一
般
質
問
の
内
容
等
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ

て
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
本
会
議
の
内
容

を
詳
し
く
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
図
書
室
（
保

健
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

・
中
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
白
里
公
民
館
）
で
会
議

録
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

出席議員の総員が賛成した議案等
議案
番号 件　　　　　　　　　　　名 結果 議案

番号 件　　　　　　　　　　　名 結果

第 １ 回 臨 時 会 9 大網白里市重度心身障害者の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可

1 専決処分の承認を求めることについて（大網白里市市税条例の一部を改正する条例の制定について） 承 10 大網白里市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可

2 令和２年度大網白里市一般会計補正予算（第１号） 可 11 市長等の給料の特例に関する条例の制定について 可

第 ２ 回 定 例 会 12 財産の取得について 可

1 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度大網白里市一般会計補正予算（専決第１号）） 承 13 損害賠償額の決定について 可

3 令和２年度大網白里市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可 請願第1号 「国における2021年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願 採

4 大網白里市市税条例の一部を改正する条例の制定について 可 請願第2号 「義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書」採択に関する請願 採

5 大網白里市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可 発議案第1号 国における2021年度教育予算拡充に関する意見書の提出について 可

6 大網白里市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可 発議案第2号 義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書の提出について 可

7 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 発議案第3号 新型コロナウイルス感染症対策に関する決議について 可

8 大網白里市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可 ※陳情第６号は賛成者がなく、不採択となりました。

　

今
期
定
例
会
で
は
一
般
質
問
が
実
施
さ

れ
ず
、
各
会
議
に
お
け
る
傍
聴
に
つ
い
て

も
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
こ
と

か
ら
、
通
常
と
は
異
な
る
レ
イ
ア
ウ
ト
で

委
員
会
審
査
の
経
過
等
を
詳
し
く
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
案
の
詳
細
や
、
本
会
議
で
の
や
り
取

り
な
ど
は
、
後
日
公
開
す
る
会
議
録
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

永年在職議員表彰 正副議長４年以上表彰全
国
市
議
会

　
議
長
会
か
ら

　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た


